














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































        本当！私ってすごい！消えたわ！
たぬき・ぶた：すごい！うさぎちゃん、全然見えない！
お婆さん：たぬきちゃんもやってごらん！
たぬき：はい！「日天さん、月天さん！｣ (太鼓「ポン｣
　　　　・裏返す）
　　　　消えた！すごい！
お婆さん：今度は、ぶたちゃんの番ですよ！
ぶた　：はい！「日天さん、月天さん！｣ (太鼓「ポン｣
　　　　・裏返す）
　　　　わーい、消えちゃった！
うさぎ：でも、お婆さん、私たちずーっと消えたままな
　　　　の？
お婆さん：そうそう、元に戻る、おまじないを教えてあげ
　　　　なくてはね。そうしないと、８年間は消えたま
　　　　まになってしまうからね。
うさぎ：８年も消えたまま！？
たぬき：それは、やだー！
ぶた　：お婆さん、戻り方を教えてください。お願いし
　　　　ます。
お婆さん：はい、はい。戻るときは「おとぎ峠に星が出た
　　　　！」と大きな声で言うのよ。うさぎさんからや
　　　　ってごらん。
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うさぎ：「おとぎ峠に星が出た！」（太鼓「ポン」・表
　　　　返す）
お婆さん：はい、うさぎちゃん、よく出来ました。次はた
　　　　ぬきちゃんの番ですよ。
たぬき：「おとぎ峠に星が出た！」（太鼓「ポン」・表
　　　　返す）
お婆さん：じょうず、じょうず。では、ぶたちゃんね。
ぶた　：えーと、えーと。「・・・おとぎ峠」だっけ。
うさぎ：おとぎ峠に星が出た！だよ。
ぶた　：「おとぎ峠に星が出た！」（太鼓「ポン」・表
　　　　返す）
お婆さん：みんな、よくできました。
うさぎ：これで、鬼が出ても怖くない。
たぬき：となり村のお祭りに行けるね。
ぶた　：お婆さん、ありがとう。
うさぎ・たぬき：ありがとう。
お婆さん：行ってらっしゃい。私も後から行くからね。
うさぎ・たぬき・ぶた：向こうで、待ってるね。お婆さ
　　　　ん、本当にありがとう。（下手へ退場）
お婆さん：よかった、よかった。私も支度しようかね。
（上手へ退場）
（中央に木を立てる、後ろに鬼。「おとぎ峠」の立札は
木の右に。）
鬼　　：うぉー！おとぎ峠に住んでいる、怖い鬼だぞ！
　　　　きょうは、向こうの村でお祭りがあるから、子
　　　　どもたちがたくさん、ここを通るはずだ。いつ
　　　　ものように、脅かして、泣かせてやろう。
　　　　それに、おれは、魔法が使えるんだ。見せてや
　　　　ろう！
　　　　「どろどろ、もくもく、どろどろ、もくもく、
　　　　とりゃ！」（太鼓「どろどろどろ、ポン」・裏
　　　　返す）
鬼　　：どうだ、おれ様の力をみたか！すごいだろう！
　　　　！！
　　　　あ、向こうから、子どもたちがやってくる。元
　　　　に戻らなくちゃ。
　　　　「そうたら、そうたら、みーず、みず！」（太
　　　　鼓「ポン」・表返す）
鬼　　：あの木のかげに隠れなくては・・・（木の後ろ
　　　　に回り込む）
（上手から、うさぎ登場）
うさぎ：よいしょ、よいしょ・・・ふー疲れた。（立札
　　　　を見て）ここが、おとぎ峠か・・・鬼が出るっ
　　　　ていったけど・・・
（太鼓どろどろどろ・・）
鬼　　：そこにいるのは、誰だ！鬼だぞ！食べてやる！
うさぎ：わー、こ、怖いよー！魔法のおまじないは何だ
　　　　っけ？・・・「に、に、日天さん、が、が、月
　　　　天さん！」（太鼓「ポン」・裏返す、点々うさ
　　　　ぎになって鬼の前を通り抜け、下手へ退場）
鬼　　：な、何だ、あの点々は？気味が悪いな。あっち
　　　　へ行ったようだな。よかった。・・・
　　　　お、向こうから、うまそうなたぬきがくるぞ。
　　　　（木の後ろに回り込む）
（上手から、たぬき登場）
たぬき：よいしょ、よいしょ、ふー。やっと、おとぎ峠
　　　　にたどりついた。このあたりだよね。鬼がでる
　　　　というのは・・・。
鬼　　：「どろどろ、もくもく、どろどろ、もくもく、
　　　　とりゃー！」（太鼓「ポン」・裏返す）
鬼　　：うぉー！
たぬき：ヒェー、怖いよ！助けて！
鬼　　：食べちゃうぞー！
たぬき：えーと、えーと、・・・「月天さん、日天さん
　　　　！」（太鼓「ポン」・裏返す。逆さの絵になり、
　　　　大きく鬼の前を飛びながら、下手へ退場）
鬼　　：何だ、あれは？頭で跳ねてる・・・しまった。
　　　　また、とりにがしたか！・・・おや、今度は、
　　　　おいしそうな、ぶたがやってくるぞ。このまま
　　　　では、大きすぎる。元に戻らなければ。
　　　　「そうたら、そうたら、みーず、みず！」（太
　　　　鼓「ポン」・表返す。木の後ろに回り込む）
（上手から、ぶた登場）
ぶた　：よいしょ、よいしょ、ブヒ、ブヒ。あー疲れた
　　　　・・・。ここが、おとぎ峠だよね。ということ
　　　　は、鬼がいるってこと！？
鬼　　：その通りだ！ガオー！！！！食べちゃうぞー！
ぶた　：ヒエー！助けて！・・・何だっけ・・えーと、
　　　　えーと、「日天さん、日天さん！日天さん、日
　　　　天さん！」（太鼓「ポン」・裏返す。下半身の
　　　　ぶたになる。鬼の前を通って、止まる）
鬼　　：何だ、これは！化け物か～！
－65－
ぶた　：に、逃げろ！（大きく上に跳ねて、走って下手
　　　　へ退場）
鬼　　：まてー（追いかけて、下手へ一端退場）
（下手から、鬼、登場）
鬼　　：また、取り逃がしてしまった。あいつら魔法使
　　　　いのお婆さんに何かおまじないを教えてもらっ
　　　　たに違いない。・・・おっ！飛んで火に入る夏
　　　　の虫！お婆さんがやってくるな。つかまえて、
　　　　とっちめてやる！よーし木の陰にかくれよう。
　　　　（木に隠れる）
お婆さん：どっこいしょ！やっと、おとぎ峠についた。
鬼　　：ガオー！（太鼓「どろどろどろ」）
お婆さん：（全く驚かず、落ち着いて）あれ、まあ、鬼さ
　　　　んじゃないですか。こんにちは！
鬼　　：（つられて言ってしまう）こ、こ、こんにちは
　　　　・・・。
　　　　（正気に戻り）何がこんにちはだ！やい、婆さ
　　　　ん。うさぎと、たぬきと、ぶたに、変なおまじ
　　　　ない教えただろう！
お婆さん：変なおまじない？（間）ああ！「魔法のおまじ
　　　　ない」のことかい？
鬼　　：それだ！あいつらが、むにゃ、むにゃ、言うと
　　　　変な格好になったぞ。おれ様も魔法を使うが、
　　　　見た事のない魔法だった。
お婆さん：おや、鬼さんも魔法が使えるのかい？見せてく
　　　　れますか？
鬼　　：見せたら「魔法のおまじない」を教えてくれる
　　　　か？
お婆さん：もちろんですとも。
鬼　　：よし。みせてやる。ようく見とけよ！
お婆さん：はい、はい。
鬼　　：「どろどろ、もくもく、どろどろ、もくもく、
　　　　とりゃー！」（太鼓「ポン」・裏返す）
お婆さん：ほー、すごいねー！（わざとらしく言う）
鬼　　：さー、約束通り「魔法のおまじない」を教えろ！
お婆さん：その前に、元の大きさになってもらえるかい？
鬼　　：もちろんだとも！「そうたら、そうたら、みー
　　　　ず、みず！」（裏が黒の立ち絵とすり替える。
　　　　太鼓「ポン」・表返す）
お婆さん：すごいねえ！（さも感心したように）
鬼　　：すごいだろう。さあ「魔法のおまじない」を教
　　　　えろ！
お婆さん：はい、はい。簡単ですよ。「日天さん、月天さ
　　　　ん」と大きな声で言えばいいんです。
鬼　　：わかった。「日天さん、月天さん！」（太鼓
　　　　「ポン」・裏返して黒の立ち絵にする）
お婆さん：うまい、うまい！
鬼　　：おー、消えた、消えた！全く見えない。
お婆さん：はい、とてもよく出来ました。さようなら！
鬼　　：婆さん、ちょっと待て！どうやって元に戻るん
　　　　だ？
お婆さん：お前のような悪い鬼は、消えたままでいるのが、
　　　　ちょうどいいよ！
鬼　　：えー、そんなー！お願いだから教えて下さい！
お婆さん：だめだね。８年間、反省おし！
鬼　　：えーん、えーん！８年も消えたままなんていや
　　　　だー！お願いです。教えて下さい！
お婆さん：泣いたってだめだね。今までの報いです。
鬼　　：えーん、えーん！（後ろに消える。木、立て札
　　　　も後ろに消える）（上手から、うさぎ・たぬき
　　　　・ぶた・お婆さん登場）
うさぎ：お婆さん、ありがとう！
たぬき・ぶた：ありがとう！
お婆さん：おやおや、みんな、なんて格好だい。でも、鬼
　　　　から逃げられてよかったね！ さあ、元の姿に
　　　　戻れるかな。「魔法のおまじない」は？
うさぎ：「おとぎ峠に星がでた！」（太鼓「ポン」・表
　　　　返す）
たぬき：「おとぎ峠に星がでた！」（太鼓「ポン」・表
　　　　返す）
ぶた　：「おとぎ峠に星がでた！」（太鼓「ポン」・表
　　　　返す）
うさぎ・たぬき・ぶた：やったー！やったー！（嬉しそ
　　　　うに）
お婆さん：さあ、さあ、みんなでお祭りに行きましょう！
うさぎ・たぬき・ぶた：そうしよう！
全　員：鬼もいないし、お祭りにもいける。うれしいな
　　　　！うれしいな！
（言いながら、嬉しそうに、全員、下手に退場）
＜原作　永柴孝堂　を一部脚色＞

